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第３８回 岩手県特別支援学校視聴覚教育研究大会 

 

○レポート発表 

 本校からは「タブレットPCを使った学習支援の取り組み」と題して、平成２３年度からの取り組みを紹介した。

以下レポート概要。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２〃 魔法のプロジェクト概要 １〃 レポート ３〃 iPadのアクセシビリティ 

４〃 「事例１ コミュニケーションに課題を抱える A君」 

自立活動をとおした A君の変化と、変化の頻度を学習効果のエビデンス（根拠）として紹介した。 

５〃 「事例２ ひらがなの学習に取り組んでいる B君」 

教科別の指導の国語における活用により、B 君がひらがなの書きとりを獲得していった事例。iPad を学習の手

立てとして指導計画に盛り込んだ点も紹介。 
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○検討会（ワークショップ） 

 「タブレット PC等の機器をこう使えたら便利」という点についてグループごとに話し合った。（KJ法） 

 Face Time 等の機能によって「分教室との交流で使用したい」「他校の生徒と交流したい」といった構想に

加えて、通信技術の活用によって障害児者の生活が豊かになることのへ願いが挙げられた。「お店に入った

ら案内図を表示してほしい」「飲食店のメニューが表示されれば…」など、タブレット端末が必要な情報を受

け取り表示してくれるサービス（ユビキタス・コンピューティング・クラウドコンピューティング）への期待が語ら

れた検討会となった。 

 

 

 

６〃 アプリケーションの紹介 

 アプリケーションの紹介と、それを活用した授業の様子を動画で紹介した。 

７〃 iPadが教材・支援器具として優れている点 ８〃 活用上の課題点 

９〃 今後の展開 機器を動かしながら紹介した 


